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 自然再生推進法にもとづいて中海の再生をやろうとの提案と狙いについては相崎

守弘さん、高安克己さん（現在はともに島根大学名誉教授）によって語られるので、

筆者は自身がかかわってきたことについて、以下に記すことにする。 

筆者が中海の再生に取り組むことになったきっかけは汽水域研究 13 号（2006）に

書いた論文（徳岡・吹田・中村・安間・西村、中海北東部の湖底地形・地質の再検

討―湖底環境修復への課題）に尽きる。弓浜半島沿いの中海湖底には大規模な浚渫

窪地があるが、かって存在した縄文時代以降に形成された水中砂州がごっそりと取

り去られた跡であることが分かったことが、その後、窪地の修復に取り組むことに

なった動機である。それから 10 年以上が過ぎ去り、中海干拓事業に長くかかわり、

宍道湖中海の淡水化を中止に導かれた伊達善夫先生（島根大学名誉教授）の研究資

料を整理保存する役を担ったことが環境修復の必要を一層痛感するようになった次

第である。島根大学に省令施設としての汽水域研究センターが設立されたのは 1992

年のことで、それ以来、毎年新春には必ず汽水気研究会が開催され、幅広い汽水域

の話題が報告され、現在はエスチュアリ研究センターとして益々発展に向かってい

る。中海の自然再生にかかわる成果や問題点も、常にこの研究会に提供されてきた。

ここでは、汽水域研究会で報告された中海の自然再生にかかわる発表を中心に収録

してみた。これらの研究成果やさまざまの提案について、今後、中海自然再生協議

会においてさらに検討し、これからの課題としてまとめ上げて行くことが望まれる。

ここでは、以下のうちの②、③、㉒、㉓の講演要旨を掲載しておく。 

 

① 徳岡隆夫ほか、中海北東部の湖底地形・地質の再検討―湖底修復への課題、

ラグナ、13、29－42、2006． 

② 徳岡隆夫、中海の自然再生、汽水域研究会 2006. 

③ 徳岡隆夫・相崎守弘、自然再生推進法にもとづく中海浚渫窪地の環境修復、

汽水域研 究会、2015 スペシャルセッション「中海浚渫窪地の環境修復」．  

④ 飯塚洋平・川上 豪、中田正人、中海南西部、細井沖窪地及び錦海―穂日島

沖窪地と周辺水域のハイドロサーベイヤーによる地形計測汽水域研究会、

2015 スペシャルセッション「中海浚渫窪地の環境修復」． 

⑤ 樋野和俊・安野孝生、石炭灰造粒物（Ｈｉビーズ、Ｈｉビーズ・ロック）の

機能性とこれらを用いた細井沖窪地および錦海・穂日島沖窪地における環境

修復事業、汽水域研究会、2015 スペシャルセッション「中海浚渫窪地の環

境修復」．  



⑥ 桑原智之・須崎萌美・樋野和俊・徳岡隆夫、細井沖・錦海沖浚渫窪地の袱紗

施工による栄養塩・硫化水素溶出抑制効果の検証、汽水域研究会、2015、 ス

ペシャルセッション「中海浚渫窪地の環境修復」． 

⑦ 三瓶良和・種野友彦・徳田凉平・原田知恵理、中海湖底の有機質泥の分布と

浚渫窪地における埋め戻し施工後の湖底状況、 汽水域研究会、2015 スペ

シャルセッション「中海浚渫窪地の環境修復」．  

⑧ 川上 豪・飯塚洋平・西村清和・須崎 聡、細井沖窪地及び錦海―穂日島沖

窪地における施工前後のヘドロ層の分布―改良型ＳＨ20 音響探査機によるヘ

ドロ層の識別、汽水域研究会、2015 スペシャルセッション「中海浚渫窪地

の環境修復」． 

⑨ 鮎川和康・三上育英・飯塚洋平・川上 豪、細井沖窪地における貧酸素化の

進行と解消、汽水域研究会、2015 スペシャルセッション「中海浚渫窪地の

環境修復」． 

⑩ 安野孝生・樋野和俊・川上 豪・槻宅一夫・鮎川和泰、細井沖窪地における

サルボウガイ養殖実験と自動水質観測データの活用に関わる一考察、汽水域

研究会、2015 スペシャルセッション「中海浚渫窪地の環境修復」． 

⑪ 須崎萌美・桑原智之・樋野和俊、中海錦海沖窪地の全面覆砂による栄養塩・

硫化水素抑制効果の検証 汽水域研究会、2016． 

⑫ 三上育英・鮎川和泰・徳岡隆夫、中海細井沖窪地における底層部還元状態の

推移 汽水域研究会、2016． 

⑬ 川上 豪・飯塚洋平・樋野和俊、細井沖窪地を利用したサルボウガイの垂下

試験結果 汽水域研究会、2017. 

⑭ 桑原智之・樋野和俊・須崎萌美・徳岡隆夫、石炭灰造粒物を覆砂した中海細

井沖窪地の水質と栄養塩・硫化水素の溶出速度 汽水域研究会、2018、スペ

シャルセッション「中海の環境改善の取り組み」． 

⑮ 渡辺 勝・中本健二・桑原智之・山本民次・須崎萌美・徳岡隆夫、自然再生

推進法に基づく中海浚渫窪地の環境修復事業について 汽水域研究会、2018、

スペシャルセッション「中海の環境改善の取り組み」． 

⑯ 日下敏希・須崎萌美・徳岡隆夫・中本健二・桑原智之、中海・彦名沖浚渫窪

地の浚渫取自然再生推進法に基づく中海浚渫窪地の環境修復事業について 

汽水域研究会、2018、スペシャルセッション「中海の環境改善の取り組み」． 

⑰ 倉田健吾・伊達勇・藤井貴敏・須崎萌美渡部敏樹、中海における海藻類の刈

り取りが生物群集に及ぼす影響（予報）、汽水域研究会、2018、スペシャルセ

ッション「中海の環境改善の取り組み」． 

⑱ 川上 豪・渡辺 勝・中本健二・徳岡隆夫、中海浅場造成箇所でのサルボウ

ガイ養殖試験の概要と成果 汽水域研究会、2018、スペシャルセッション「中

海の環境改善の取り組み」． 



⑲ 山本民次・中原俊介・桑原智之・及川隆仁・中本健二、石炭灰造粒物による

中海浚渫窪地の環境改善：数値モデルによる評価 汽水域研究会、2018、ス

ペシャルセッション「中海の環境改善の取り組み」． 

⑳ 森川 豪・山本民次・及川隆仁・中本健二、リン循環解析による中海の汚濁

プロセスの解明 汽水域研究会、2018、スペシャルセッション「中海の環境

改善の取り組み」． 

㉑須崎萌美・伊達勇介・日野英壱・青木 薫・桑原智之、中海米子空港沖浚渫窪

地とその周辺における水質・底質環境 汽水域研究会、2018. 

㉒徳岡隆夫、中海宍道湖干拓淡水化データベースの作成について、汽水域研究会、 

2019． 

㉓徳岡隆夫、中海・宍道湖の干拓・淡水化事業の歴史的回顧（2019.2.16 山陰中央

新報掲載記事）松江市史講座(129 講)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 
中海の自然再生 

Environmental Restoration of Lake Nakaumi 
 

徳岡隆夫（自然再生センター） 

Takao Tokuoka ( Natural Envionment Restoration Center ) 

tokuoka@tokulab.gr.jp 

 

自然再生センターは米子湾の自然再生をめざす勉強会の参加者をベースに，島根

大学教員をはじめとする多数の専門家の参加と行政機関の方々の協力を得ながら，

2006 年 4 月に設立されたもので（写真 1），現在 NPO 法人申請中です．2003 年か

ら施行された自然再生推進法のもとで，損なわれた自然の再生などを図る事業を行

い，あるいは支援するとともに，人材の養成や技術開発，広報普及を行うことを目

的にしています。これまでに中海の漁業と水環境，飯梨川の地形と生い立ちなどの

勉強会（写真 2，3），地域に向けた天神広場の開設（写真 4），飯梨川の水質一斉調

査や中海の水質・底質の調査実習（写真 5，6）などの活動を楽しく行ってきていま

す．美保湾－境水道－中海・米子湾－大橋川－宍道湖から斐伊川流域，さらには日

本全体をも視野に入れた活動を目指していますが，当面の課題としては再生が急務

な中海での活動です。中海は干拓・淡水化事業をはじめとする開発事業などによっ

て 40 年間にわたって傷めつけられ，いま瀕死の状況にあります．その蘇生には中海

の基本的な姿である境水道から大根島の北を反時計回りに向かう本来の流れを取り

戻すことと貧酸素水塊の発生源となっている弓ヶ浜沿い中海湖底の大規模な浚渫窪

地の埋め戻しが不可欠ですが，これらを大きな目標として掲げるなかで，まずはで

きるところから自然再生の事業を進めてはどうかと考えています．具体的なアイデ

アとしては，1）彦名・安部地域浚渫汚泥処分地の再開発と自然再生計画，2）飯梨

川水系の保全と再生プロジェクト，3）崎津地区（米子空港南を中心とした海域）自

然再生プロジェクト，4）米子湾の水質再生プロジェクトを提案しています． 実施

案を検討するのは地域住民，専門家，地方公共団体，関係行政機関が広く参加して

構成する自然再生協議会においてですが，現在，協議会設立のための準備会が自然

再生センターの呼びかけの下で進行中です．上記のアイデアは，昨年 12 月に開催さ

れた第２回準備会で提案したものです（詳しくは http://www.sizen-saisei.org/をご

覧ください）．いま，全国では 19 の自然再生協議会がそれぞれのスタイルで活動を

展開していますが，自然再生センターとしては先進的な例に学びながら，地域の多

様な主体の結集と大学の知識・ノウハウを最大限に活用した中海の自然再生を目指

したいと考えています． 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立総会 

(2006 年 4 月 22 日) 

 

第１回自然再生勉強会の開催 
（2006 年 7 月 1 日，講師：中村幹雄） 

併せて，中海の魚介類を食べる試食会開催 

 

島根大学白潟サロンを借りて 
自然再生センター天神広場開設 

 

住民参加による飯梨川一斉調査 

(2006 年 8 月 5 日) 

 

第２回自然再生勉強会の開催 

（2006 年 7 月 22 日，講師：徳岡隆夫） 

 
住民団体の要望による中海のキレイ勉強会 
（島根大学汽水域研究センターとの共催， 

2006 年 8 月 6 日） 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 



 



 



 


